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しらかば通信 
 東京真田町の会 No.31 

 

2024（令和 6）年度 第 37 回総会・懇親会のご案内 

かの洗礼をからくも克服してから2年が経ち、移ろいゆく四季をおおらかに愉しめるようになりました。

つい先ほど巡りあったばかりと思っておりましたが、早くもその時期になりました。皆さまには清々しい

日々をお過ごしのこととお慶び申し上げます。 

ここに第三十七回総会・懇親会の開催案内をお届けします。 

上田の街や別所へ、さなだの里ってどんなとこ、忍者ってどこに棲んでる？、菅平へも足を延してみた

い、このような希望を持たれている知人方がおいででしたら、先ずダボス 36 号やしらかば通信 31 を紹介

していただきたくお願いします。さらに、私たち会員が集うこの総会や懇親会の雰囲気などをお話しいた

だくのがよいと思います。 

みなさま、年に 1 回のこの機会へお互いに声をかけ、誘いあって出席いただきたく役員一同、心からお

待ちしております。 

 

夏の根子岳と四阿山 

記 

期 日 ２０２４年５月１９日（日） 

会 場 アルカディア市ヶ谷私学会館、六階「霧島」 

千代田区九段北 4-2-25、TEL03-3261-9921(代) 

受 付 １１：３０より 

総 会 １２：１０～１２：３０ 

講 演 １２：４０～１３：１０、堀内道夫氏 

― 記念撮影・休憩 ― 

懇親会 １３：３０～１6：3０ 

懇親会費 8,000円（会員でない方は 4,000円） 

年 会 費 1,500円 

出欠の返信方法 同封の返信葉書で 4月 19日（金）

までにお送り下さい。締切り後に出席を希望される 

方は、返信葉書または電話でご連絡下さい。 

懇親会での余興、娯楽など 籤引きによる贈りもの 

など、カラオケ時間も十分とってあります。 

－ そのほかのご案内 － 

1) 返信葉書に記入された近況は日本ダボスNo.37 

へ掲載されます。 

3) 問合せされるときは下記へご連絡ください。 

会長・事務局 深町共榮   

TEL ０９０-７２２５-６４９１ 

副会長 柴田小夜子  

TEL ０３-３４６７-４０３５ 

4) 次の各駅から会場までは徒歩約 2分です。 

a) 地下鉄有楽町線･南北線 市ヶ谷駅（出口は 1、A1） 

b) 地下鉄新宿線 市ヶ谷駅（出口はA1、A4 ） 

c)  JR中央総武線（各駅停車）市ヶ谷駅  

 

 

１．第 37回総会・懇親会のご案内 

 
四阿山頂より根子岳を望む 

 

記 

期 日 ２０２４年５月１９日（日） 

会 場 アルカディア市ヶ谷私学会館、六階「霧島」 

千代田区九段北 4-2-25、TEL03-3261-9921(代) 

受 付 １１：３０より 

総 会 １２：００～１２：３０ 

講 演 １２：４０～１３：１０、堀内道夫氏 

― 記念撮影・休憩 ― 

懇親会 １３：３０～１6：3０ 

懇親会費 8,000円（会員でない方は 4,000円） 

年 会 費 1,500円 

出欠の返信方法 同封の返信葉書で 4月 25日（木）

までにお送り下さい。締切り後に出席を希望される 

方は、返信葉書または電話でご連絡下さい。 

懇親会での余興や娯楽 籤引きによる贈りものなど、

カラオケ時間も十分とってあります。 

－ そのほかのご案内 － 

1) 年会費(1,500円)払込取扱票にて振込願います。 

2) 返信葉書に記入された近況は日本ダボスNo.37 

へ掲載されます。 
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２
．
第
37
回
総
会
・ 

懇
親
会
に
あ
た
っ
て 

会
長 

深
町 

共
榮 

会
員
の
皆
様
、
仲
間
の
方
々
を
お
誘
い
会

っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
今
回
の
総
会
は
、

会
員
相
互
の
親
睦
を
一
段
と
深
め
ら
れ
る
よ

う
に
懇
親
会
の
時
間
を
長
め
に
と
っ
て
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
カ
ラ
オ
ケ
の
時
間
に
も
ゆ
と

り
を
持
た
せ
て
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
町
お

こ
し
の
こ
と
を
考
慮
し
、
堀
内
道
夫
氏
（
静

岡
大
学
客
員
教
授
）
に
、
地
域
活
性
化
に
関

す
る
ご
講
演
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。 

会
員
を
増
や
し
ま
し
ょ
う 

昨
年
度
の
総
会
で
、
会
員
資
格
に
つ
き
、

「
本
会
の
会
員
は
、
上
田
市
真
田
地
域
（
略
：

真
田
地
域
）
の
出
身
者
及
び
そ
の
関
係
者 

な

ら
び
に
真
田
地
域
に
興
味
を
も
ち
応
援
す
る

人
を
も
っ
て
組
織
す
る
。」
と
し
ま
し
た
。
真

田
地
方
出
身
者
に
限
ら
ず
、
真
田
の
郷
に
興

味
を
持
た
れ
る
方
な
ら
ば
、
本
会
の
会
員
の

資
格
が
得
ら
れ
ま
す
。
お
知
り
合
い
の
方
で
、

真
田
の
郷
に
興
味
を
お
持
ち
の
方
が
お
ら
れ

ま
し
た
ら
、
入
会
を
勧
め
て
い
た
だ
き
た
い

と
存
じ
ま
す
。 

し
か
し
、
そ
れ
以
前
に
関
東
方
面
に
は
、

真
田
地
域
出
身
の
若
手
の
方
々
が
多
数
お
ら

れ
る
も
の
と
思
い
ま
す
の
で
、
そ
れ
ら
の
方

に
入
会
を
勧
め
て
は
と
思
い
ま
す
。
こ
の
春
、

二
名
の
若
い
方
の
入
会
が
あ
り
ま
し
た
。
真

田
町
に
は
、
長
、
傍
陽
、
本
原
の
各
自
治
区

に
少
な
く
と
も
10
程
度
の
自
治
区
が
あ
る

と
す
れ
ば
、
30
の
区
が
あ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
そ
の
一
つ
の
自
治
区
か
ら
、
少
な
く
と

も
一
名
の
若
手
の
方
が
関
東
に
住
ま
い
を
構

え
て
い
る
も
の
と
す
れ
ば
、
そ
の
方
々
に
当

会
の
存
在
を
お
知
ら
せ
し
、
会
員
を
増
や
す

こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
努
力
し
て
み
ま
し

ょ
う
。 上

田
市
の
ふ
る
さ
と
会 

上
田
市
の
ふ
る
さ
と
会
に
は
、
現
在
の
と

こ
ろ
当
会
と
東
京
上
田
会
の
二
つ
の
会
が
あ

り
ま
す
。
二
年
前
ま
で
は
、
上
田
ふ
る
さ
と

会
と
し
て
は
一
番
歴
史
の
あ
る
東
京
丸
子
会

が
あ
り
ま
し
た
が
、
解
散
し
て
し
ま
い
ま
し

た
。
我
が
東
京
真
田
町
の
会
は
、
真
田
町
発

足
30
周
年
の
記
念
行
事
の
一
環
と
し
て
、
関

東
方
面
に
て
活
躍
し
て
お
ら
れ
る
方
々
と
連

絡
を
と
り
、
町
の
発
展
に
寄
与
す
る
た
め
の

団
体
と
し
て
、
町
が
音
頭
を
と
っ
て
設
立
さ

れ
ま
し
た
。
一
方
、
東
京
上
田
会
は
、
上
田

市
出
身
の
有
志
が
新
生
上
田
市
と
関
東
在
住

の
方
々
と
の
連
絡
を
密
に
す
る
た
め
、
上
田

市
周
辺
の
関
東
高
校
同
窓
会
が
中
心
に
会
員

を
集
め
て
発
足
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、

真
田
町
の
会
と
上
田
会
と
は
、
設
立
の
趣
旨

と
経
緯
が
異
な
り
ま
す
。
真
田
町
の
会
の
現

在
の
活
動
は
、
当
初
の
目
的
に
沿
っ
て
い
る

の
か
疑
問
で
す
。
15
年
前
に
、
真
田
町
は
、

上
田
市
に
合
併
し
、
町
と
し
て
の
自
治
は
消

滅
し
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
旧
真
田
町
は
、

上
田
市
の
真
田
地
区
自
治
セ
ン
タ
ー
が
真
田

の
郷
の
特
色
を
活
か
し
た
運
営
を
さ
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
結
果
、
当
真
田
町
会
は
、
真
田

自
治
セ
ン
タ
ー
の
協
力
を
得
て
活
動
し
て
い

ま
す
。 

当
会
は
東
京
上
田
会
と
数
年
ま
え
か
ら
相

互
協
力
に
つ
い
て
話
を
し
て
き
ま
し
た
の
で
、

そ
ろ
そ
ろ
相
互
協
力
が
図
れ
る
よ
う
な
具
体

的
な
内
容
が
煮
詰
ま
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

話
合
い
の
結
果
は
ま
た
の
機
会
に
報
告
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。 

堀
内
道
夫
氏
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル 

・ 

光
と
風
の
研
究
所
㈱
代
表
取
締
役  

・ 

静
岡
大
学
工
学
部
客
員
教
授  

・ 

ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
研
究
会
理
事 

1962
年 

静
岡
大
学
工
業
学
部
工
業
化
学
科

卒
業
、
大
日
本
印
刷
㈱
入
社
、
同
社
中
央
研

究
所
主
任
研
究
員
、
同
社
米
国
駐
在
所
長
等

を
歴
任
。
1998 

年 

光
と
風
の
研
究
所
㈱
を
設

立
。
太
陽
光
を
中
心
と
し
た
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
各
国
、
内
外
自
治
体
、
大
・
中
小

企
業
の
取
組
み
を
力
強
く
推
進
。
自
然
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
活
用
に
つ
い
て
、
技
術
や
装
置
の

開
発
か
ら
街
づ
く
り
ま
で
幅
広
く
、
長
年
に

わ
た
り
活
躍
中
。
代
替
医
療
に
は
米
国
で
医

学
本
「Alternative 

Medicine

」
に
出
合

う
と
こ
ろ
か
ら
興
味
を
持
つ
。
そ
の
後
、
ア

ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
研
究
会
理
事
に
就
任
し
、

更
に
各
方
面
の
知
識
人
と
の
交
流
か
ら
代
替

医
療
へ
の
造
詣
を
深
め
ら 

れ
、
今
に
至
る
。 

３
．
ふ
る
さ
と
小
中 

学
校
新
入
生
数 

令
和(

2023)

５
年
度
ご
入 

学
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま 

す
。
表
１
に
示
す
よ
う
に
、 

こ
の
年
度
に
お
け
る
両
中 

学
校
の
新
入
生
数
合
計
は 

77
名(

2022
年
は
86
名
）、 

お
よ
び
四
小
学
校
新
入
生 

の
そ
れ
は
57
名(

同
99
名) 

で
し
た
。 

               
 

４
．
そ
の
ほ
か 

令
和
４
年
度
か
ら
広
報 

「
さ
な
だ
」
に
成
人
式
模 

様
は
掲
載
さ
れ
な
く
な
り 

ま
し
た
。 
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